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横j賓康継:第 22回(下回)大会を楽しむ

一昨年の第20回大会において，第22回大会の開催 だけここを利用してもらい，懇親会も開き，昼食もで

地が下回と決まったl侍， i~ 1豆半島の突端近くの海辺へ きるだけホテルのバイキングを利用するという条件

どれだけの会員が来てくれるか，そして小さな臨海笑 で，会場資を低く抑えてもらった。他に休憩室や大会

験センターでf非H佳の準備がで、きるか，センター内には 本部として使用する古川歪は?!lq:uで，ロビーも自由に使

大会の会場になるような広い室がない等々，不安の程 えるという好条件が震な った。 これはホテル側の好意

は尽きなかった。下回|臨海実験センターは教官数41:， もさることながら，石垣さんという担当者とセンタ一

(内l名は定員外)という小世帯であり ，そのうち藻級 官!IJの青木助手の人柄によるところが大であった。

学会員は2名，他に常駐の大学院生の中に数名の学会 ホテルの宿泊費も 同ホテルの会員並みにしてくれた

員が居るといった陣容で大会の準備を引き受けたのだ ため大変廉価となった。しかもシングルからフォース

が，本校のスタァフも支援してくれることになって， までと選択のi隔も広げてくれたため，学生会員でも気

多少の精神的余絡が生まれた。 11盗に泊り，料金に含まれている朝食パイキングを海の

大会の準備は会場の選択から始まった。1983年9月 見えるダイニングルームで，といったリゾートラ イフ

に， 北海道大学型学部I(ft属海藻研究施設の創立50周年 を満喫することが可能となった。

記念公開講演会とijj:せて，第7回大会が室前プリンス 下回|臨海実験センターは，下回湾の支湾である入江

ホテルで開かれている。先人の知恵、を拝借してホテル に而した，リゾートホテルの立地としても最高と言え

での開催を検討した。幸いにもセンターから徒歩でも る:場所を占め，入江の左岸には磯採集に最適な波蝕棚

自動車で、も数分という至近の丘の上に下回東急ホテル が広がっている。下回東急ホテルからはセンターと入

があり，しかもここからの眺めは絶景である。会場も 江そして波蝕棚までを一望に収めることができるのだ

2室確保できることがわかった。永年にわた り隣人と が，大会関連行事のエクスカーションの lコースとし

して交流した実績にもよるが，参加者の宿泊はできる て，その波蝕捌での採集を計画した。また波蝕初jの延

若手の会。全員集合 !
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長としての岩礁性の海底には，水深5メートルあたり 前参加申込者の大半が9時前に受付を済ませ，ロビー

までをアラメ ，それ以深をカジメが優占し，それぞれ や会場で待機するという状況となった。参加者の多く

が街な海中林を形成しているので，エクスカーション が会場と 同じホテルに宿泊されたことが幸いしたと言

のもう lコースとして海中林の観察を設定し，ワーク えよう 。

ショップも海中林をお もな対象とすることにした。 1仔天に加え，ホテルから見おろせる磯も大湖lに近い

本誌第45巻第3号 (1997'f]'.日月 101:1発行)掲載の ということで，採集に出かけてしまう会員も多いので

大会案内に応 じての事前参加申込は 177名，前iiii申込 はないかと いう心配も杷変に終わり，絶景を巡ったH音

は口頭発表54，展示発表31の合計85件となった。参 幕の内側での講演と討論は熱気あふれるものとなっ

加者は当 日申込分を合わせると正規参加分だけで 199 た。しかし同日の午後は， 61時に始まる懇親会までの

名となり，これにオブザーハー参加者ーとボランテイア 問は総会のみということで，好天に誘われるようにし

スタッフとしての参加者を加えると 222 ~， となる 。 て外出した会員が多かったようである。そのため総会

会期は 1998年3月25EI (水)から同271:1(金)と への出席者は少なめとなり ，また猪川倫好筑波大学教

したが，25 日は午後に編集委員会と評議員会を fJ~! き ， 授の「お天気も良いことですので」という台詞で始

講演などは 26，27日の両日に行うことにした。ひき統 まった名議長振りに，会費値上げなどの重要案件も 1!!~

き28，29日にエクスカーションを行い，ワークショッ 事通過し， II時間弱という異例のスピードで総会は終

プは 30日までという日程とな った。 了した。

リゾート地のホテルで開催されることになった本大 懇親会は出席者 165名という盛大なものとな った。

会は「ゆとり jを特徴とすることにした。そのために 参加者中の最長老で元会長の四津一俊先生は，下回に

シンポジウムを省き，やや冒険的ではあったが展示発 在任されたこともあり ，最適任者として乾杯の発声を

表を懇親会の途中で行って11寺問を空け，午前午後それ お願い した。そして若手の女性会員やボランテイアの

ぞれのl時間帯に 15分の休憩を挿入し，昼食11奇1M'!は211寺 女子学生も先生を阻むように登極して，大変華やかな

IIJ!にして， 眺めのよいダイニングルームでのバイキン パーティーのIJr!始となった。ホテル側のサービスに

グを楽 しんでもらう ように計四 した。さらに26日午後 よって盛沢山となった料理を111床しながらの交歓が l

は口頭発表を行わず，21時と|とからの総会と 61時からの懇 時間ほど進行したところで，隣後する B会場での展示

親会を A会場で開き，71時から 81時までのI'I:[!，隣緩し 発表が始まった。昼食直後の空きl時1111を利用しての展

たB会場で展示発表を行うようにした。 示準備の段階から，各演題に関心、を持った参加者・と発

25日午後に下回臨海実験センターで聞かれた編集 表者との聞の討論は個々に始まっていたこともあった

委員会と評議員会は無事終了した。翌26日は気iRも高 ためか，混乱もなく ，アルコールは討論の賦活剤とし

めで快晴の行楽日和となった。午前 91時から A，B両 て作用した。ただ酒を飲んで討論などできるかとの声

会場で口頭発表開始。 これまで午前の最初jの講演はW~ も1-2聞かれたが，討論が不可能なほとアルコールを

講者が少なめとなるのが常であったが，本大会では事 摂取してしま った人物の言だったようである。

惣親会。西津先生とともに乾杯の音頭。

懇親会の後の若手の会は， 休rÆt~ を~!!fifl1でイ昔り ， 料

理や飲物をそちらに移動する Jr~で聞かれたことに力[1

え，世話人のセンター常駐院生の中村 さんの努力が

あって，費用も非常に低額となり，白羽;若手を含む40

名以上の若者逮の交歓は，快適な室で深更に及んだ。

翌27日は朝から雨となったが，そのためもあって

か， A，B両会場とも， 1埼に席が不足するという状況の

もとに活発な質疑が行われ，午後41時前に最後の発表

が終了した。

エクスカーションとワークショップの参加者は，大

会終了直後の午後51時， ホテルの直下にある下l王11日"海

実験センターへ集合した。参加者数はエクスカーショ

ンの磯採集へ 17名，海中林観察へ7名，i来場 海中林

をテーマとしたワークショップに 6名であった。
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28日午前から，磯採集は千原光雄先生の指導のもと

に，センターから至近の磯で、行われ，ワークショ γプ

参加者と合同の海中林観察は，前川行幸三重大学教授

を中心とする指導陣の案内でスノーケリングによ って

行われた。午後は，エクスカーション班は海藻標本作

製，ワークショップ班は光合成測定の準備等にそれぞ

れ費やした。

宿泊棟食堂で、の夕食を兼ねた懇親会は，スタ ッフ を

合わせて50名ほどの規模となったが，水産庁遠洋水産

研究所の池原宏二氏から寄贈された大量のメパチ(マ

グロの l磁)がセンター技官の包丁さは、きで盛りつけ

られた皿は，食卓を豪華なものにした。

翌 29日にエクスカーションは解散。ワークショッ

プは光合成の測定などを行い，30日に解散した。
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わずかなスタッフで準備を開始した本大会だった

が隊員から常駐学生までの下回臨海実験センターの

全構成員，筑波キャンパスからのスタッフや院生，そ

して下回から各大学等へ散った 08や OG達と，多く

の友人や教え子達に支えられて無事終了することがで

きたといえる。発表内容も大変豊かなものとなった

が，松江東高校生物音11の3名の女子部員のオブザー

パー参加はとくに心に残った。指導の先生逮との共同

の展示発表のパネルは多様な淡水藻の美しい光顕像で

飾られていた。

本大会は成功であったと自賛したいが，やはり大勢

の会員がはるばる下回を訪ねてくれたればこそであ

る。深謝の意を表したい。

(415-0025静岡県下回市 5-10-1筑波大学下回臨海実

l険センター)

須之内 千代:日 本藻類学会第 22回大会参加記

今回の学会参加は私にとって大変意味深く，しか 昨年 1年間，私は卒業研究のため，下回臨海実験セ

も，楽しいものでした。おそらく，私に限らず，参加l ンターで過ごしました。中学時代に初めてテレビで

された全ての方々に，今回の学会は際だった印象を残 知ったナマコという動物へのこだわ りを追いかけて，

したのではないでしょうか。 ついにたどりついたのが，伊豆半島の突端にあるこの

まず，わたくしごとで恐縮ですが，今回，企業から 研究所だったわけで、す。

参加させていただいた経緯を簡単に紹介させていただ 与えられた自然、があまりにも豊かで、，たった一匹の

きます。 ナマコがあまりにも不思議で，小さな下回という/I[jに

口頭発表会場風1it。




